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刑
事
訴
訟
法
に
わ
け
る
挙
証
の
責
任
と
挙
証
の
必
要

は

し

が

き

井

上

IE

ム
ロ？

　
　
　
挙
証
責
任
と
は
こ
れ
を
ど
う
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
正
し
い
か
。
さ
し
あ
た
り
、
兼
子
教
授
の
説
明
を
き
こ
う
。
い
わ
く
、
　
「
挙
証
責

　
　
任
と
は
、
訴
訟
上
一
定
の
事
実
の
存
否
が
確
定
さ
れ
な
い
場
合
に
、
不
利
な
法
律
判
断
を
受
け
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
の
一

　
　
方
の
危
険
又
は
不
利
益
を
い
う
。
こ
の
場
合
そ
の
当
事
者
が
そ
の
事
実
の
存
在
（
又
は
不
存
在
）
に
つ
い
て
挙
証
責
任
を
負
う
と
称
す
る
」

　
　
（
兼
子
・
立
証
責
任
「
民
事
訴
訟
法
講
座
二
巻
」
五
六
五
頁
）
と
。
こ
れ
は
、
挙
証
責
任
を
自
由
心
証
の
つ
き
る
と
こ
ろ
に
の
み
働
く
麓
責
任
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に

　
　
他
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
ま
さ
に
訴
訟
の
過
程
に
お
い
て
、
当
事
者
の
追
行
行
為
と
し
て
理
解
す
る
必
要
は
な
い
も
の
か
。
と
こ
ろ
が
そ

　
　
う
い
う
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
主
観
的
挙
証
責
任
に
つ
い
て
は
余
り
好
意
的
で
は
な
い
。
こ
う
い
わ
れ
る
。
　
「
そ
れ
で
も
、
弁
論
主
義
で
は

　
　
当
事
者
は
証
拠
申
出
に
よ
っ
て
、
自
己
の
主
張
事
実
を
証
明
し
な
け
れ
ば
当
然
に
敗
訴
す
る
か
ら
、
単
な
る
結
果
責
任
で
な
く
行
為
責
任

　
　
が
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
客
観
的
挙
証
責
任
と
並
ん
で
主
観
的
挙
証
責
任
を
認
め
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
」
が
、
証
明
の
対
象
だ
か
ら
と

　
　
い
．
て
必
ず
し
も
証
明
の
必
要
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
（
た
と
え
ば
、
公
知
の
事
実
や
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
な
ど
は
、
当
事
者
の
挙
証
活
動
を
ま
た
な
く
と
も
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
）
、
そ
れ
に
証
拠
共
通

　
　
の
原
則
が
存
す
る
以
上
（
藤
壷
隷
舗
罐
蜥
霊
鑑
輩
、
行
為
責
任
と
し
て
の
主
観
的
挙
璽
貝
任
も
一
体
ど
れ
ほ
ど
織
的
な

説
　
意
義
が
あ
る
も
の
か
疑
わ
し
く
、
　
「
し
た
が
っ
て
、
主
観
的
挙
証
責
任
は
、
客
観
的
挙
証
責
任
の
反
対
面
を
い
う
だ
け
で
、
独
立
の
観
念

払
湘
と
し
て
区
別
す
る
必
要
は
存
し
な
い
と
考
え
る
」
（
兼
子
・
前
掲
五
六
七
頁
）
と
否
定
的
で
あ
っ
た
。
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論　説

　
と
こ
ろ
が
同
じ
く
民
訴
法
学
者
で
は
あ
っ
て
も
三
ケ
月
教
授
の
所
説
は
、
兼
子
教
授
の
見
解
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
主
観
的
挙
証
責
任

に
も
訴
訟
に
お
け
る
積
極
的
な
意
義
を
承
認
さ
れ
る
。
　
『
「
挙
証
責
任
は
民
事
訴
訟
の
背
椎
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
単
に
真
偽
不
明
の

場
合
に
そ
の
不
利
益
を
何
れ
に
負
担
せ
し
め
る
か
を
定
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る
に
止
ま
ら
ず
、

そ
の
原
則
が
行
為
責
任
に
反
映
し
、
　
請
求
原
因
と
抗
弁
事
由
の
区
別
と
か
本
証
と
反
証
の
区
別
と
か
に
現
わ
れ
て
、
　
訴
訟
を
一
貫
し
て

（即

ｿ
自
由
心
証
の
途
が
尽
き
た
と
き
だ
け
で
な
く
）
貫
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
解
し
て
は
じ
め
て
背
椎
た
る
所
以
が
理
蟹
れ
る
の
で
あ
る
』

（
選
管
慧
訴
）
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
・
↓
ン
ベ
ル
グ
も
、
一
ま
ず
、
挙
聾
荏
の
問
題
に
つ
き
、
訴
訟
に
お
い
て
は
「
結
果
だ
け

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
挙
証
責
任
を
負
う
当
事
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、

他
面
、
　
「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
主
観
的
挙
証
責
任
と
い
う
概
念
を
完
全
に
除
き
う
る
と
信
じ
る
こ
と
は
、
浴
水
と
と
も
に
赤
児
を
も
流
す

こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
（
国
。
ω
①
呂
雲
σ
q
”
票
①
ゆ
Φ
≦
⑦
芭
帥
ω
梓
”
ω
．
》
風
ド
お
0
ω
り
ψ
讐
）
と
い
う
。
と
り
わ
け
、
三
ケ
月
教
授
も
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
、
弁
論
霧

の
下
に
お
け
る
行
為
責
任
の
役
割
に
着
目
す
れ
ば
、
結
果
責
任
と
し
て
理
解
し
て
お
け
ば
足
り
る
は
ず
の
挙
証
責
任
も
ま
た
現
実
の
訴
訟

の
中
に
行
為
責
任
と
い
う
型
を
と
っ
て
現
わ
れ
て
来
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
実
務
に
お
い
て
、
否
認
と
抗

弁
、
反
証
と
本
証
と
が
厳
重
に
区
別
さ
れ
な
が
ら
、
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
訴
訟
が
進
行
す
る
は
ず
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
よ
う
に
、

否
認
と
抗
弁
、
反
証
と
本
証
と
の
差
異
は
、
　
ま
さ
に
、
　
挙
証
責
任
の
原
則
が
行
為
責
任
に
反
映
し
て
訴
訟
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
客
観
的
挙
証
責
任
の
反
射
面
た
る
に
す
ぎ
な
い
と
無
視
で
き
ょ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
訴
訟
の
追
行
過
程
は
完
全
に

・
姿
を
没
し
、
弁
論
主
義
と
は
い
い
な
が
ら
、
ど
こ
が
職
権
主
義
と
異
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

行
為
責
任
と
し
て
の
挙
証
責
任

一
　
現
に
、
否
認
と
抗
弁
、
反
証
と
本
証
の
区
別
を
と
り
ち
が
え
る
こ
と
が
訴
訟
の
運
命
を
全
く
転
倒
さ
せ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
参
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考
ま
で
に
、
一
つ
の
判
例
を
引
用
し
て
お
く
が
、
こ
の
判
例
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
弁
論
主
義
を
採
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
行
為
責
任
と

　
　
し
て
、
主
張
責
任
や
挙
証
責
任
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
今
更
の
ご
と
く
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
「
所
有
権
の
主
張
と
挙
証
責
任
」

　
　
と
い
う
昭
和
＋
一
年
＋
月
六
日
の
判
例
で
あ
る
（
民
集
一
五
巻
一
七
七
一
頁
）
。
判
旨
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
＋
分
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

　
　
事
実
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
繁
に
す
ぎ
る
嫌
い
も
な
く
も
な
い
が
、
兼
子
教
授
の
「
判
例
民
事
訴
訟
法
」

　
　
よ
り
妻
の
饗
を
借
り
て
引
用
す
る
（
七
一
事
件
参
照
）
。

　
　
　
X
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
そ
の
先
代
B
が
A
か
ら
買
得
し
た
本
件
不
動
産
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
が
、
B
の
実
弟
C
は

　
　
B
の
生
前
そ
の
実
印
を
預
っ
て
い
た
の
を
奇
貨
と
し
、
こ
れ
を
不
正
に
使
用
し
B
名
義
の
不
動
産
売
渡
証
書
及
び
登
記
の
委
任
状
を
作
成

　
　
し
、
B
死
亡
の
直
前
自
己
名
義
に
本
件
不
動
産
に
つ
き
移
転
登
記
を
し
且
つ
こ
れ
を
占
有
し
た
が
、
そ
の
後
C
は
破
産
宣
告
を
受
け
、
Y

　
　
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
が
そ
の
破
産
管
財
人
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
対
し
取
戻
権
の
行
使
と
し
て
所
有
権
の
確
認
、
登
記

　
　
抹
消
及
び
引
渡
を
請
求
す
る
と
主
張
し
て
本
訴
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
Y
は
、
本
件
不
動
産
は
実
は
C
が
自
ら
A
か
ら
買
得
し
た
も

　
　
の
で
あ
る
が
、
B
の
多
額
納
税
者
た
る
資
格
取
得
の
た
め
そ
の
依
頼
に
よ
り
登
記
簿
上
の
所
有
名
義
を
貸
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
そ

　
　
の
後
B
と
協
議
し
て
売
買
名
義
で
自
己
に
移
転
登
記
を
了
し
た
の
で
、
従
っ
て
本
件
．
不
動
産
は
嘗
て
B
の
所
有
に
は
属
し
な
か
っ
た
も
の

　
　
で
あ
り
、
仮
に
B
が
A
か
ら
真
に
買
得
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
B
・
C
間
に
財
産
関
係
上
の
争
が
あ
り
、
こ
れ
を
解
決
す

　
　
る
た
め
和
解
契
約
に
よ
り
B
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
請
求
棄
却
を
申
立
て
た
。
第
一
審
で
原
告
敗
訴
し
、
控
訴
審

　
　
で
も
、
本
件
不
動
産
は
B
が
A
か
ら
買
得
し
従
っ
て
一
旦
B
の
所
有
に
属
し
た
が
、
B
は
生
前
財
産
を
兄
弟
に
分
与
す
る
意
思
に
基
き
、

　
　
本
件
不
動
産
を
C
に
贈
与
し
た
も
の
と
認
定
し
て
、
Y
の
そ
の
余
の
主
張
に
触
れ
ず
、
X
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

説　
　
　
こ
れ
に
対
し
X
は
上
告
し
て
、
本
訴
に
お
い
て
Y
は
C
が
B
よ
り
本
件
不
動
産
の
贈
与
を
受
け
た
と
の
事
実
は
嘗
て
主
張
し
な
い
と
こ

論　
　
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
X
の
請
求
を
排
斥
し
た
原
判
決
は
、
当
事
者
の
主
張
し
な
い
事
実
に
基
き
判
断
し
た
違
法
が
あ
る
と
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説

主
張
し
た
。
判
示
し
て
い
わ
く
一
、

　
　
本
訴
二
黒
テ
上
告
人
X
ハ
本
件
ノ
所
有
権
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
が
故
二
、
被
告
ニ
シ
テ
原
告
ノ
請
求
ヲ
認
諾
セ
ザ
ル
限
り
原
告
ハ

　
如
何
ニ
シ
テ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
ニ
至
リ
シ
ヤ
ノ
事
由
ヲ
主
張
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
這
ハ
原
告
ノ
主
張
責
任
二
属
ス
ル
事
．
項
ナ
ル
ヲ
以

　
テ
、
筍
モ
訴
訟
資
料
ニ
シ
テ
此
ノ
主
張
ヲ
肯
定
ス
ル
筆
海
ル
モ
ノ
無
キ
以
上
、
若
ハ
此
ノ
主
張
ヲ
否
定
ス
ル
ニ
足
ル
訴
訟
資
料
ア
ル
以

　
上
、
　
原
告
下
手
チ
敗
訴
ヲ
免
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
　
偶
々
被
告
二
於
テ
原
告
ノ
当
該
主
張
ト
相
容
レ
ザ
ル
云
々
ノ
事
実
ヲ
主
張
シ
タ
レ
バ
ト

　
テ
、
X
織
田
ヨ
リ
原
告
ノ
主
張
ヲ
自
白
ス
ル
ニ
ハ
非
ズ
、
唯
単
純
ナ
ル
否
認
ヨ
リ
一
歩
ヲ
進
把
手
ノ
否
認
ノ
理
由
ヲ
具
陳
シ
タ
ル
ニ
外

　
ナ
ラ
ズ
。
而
モ
此
ノ
理
由
ノ
具
陳
ハ
固
ヨ
リ
抗
弁
権
ノ
提
出
ニ
モ
非
ズ
、
又
、
偶
々
理
由
ヲ
具
陳
シ
タ
ル
為
、
主
張
責
任
ハ
俄
二
原
告
ヨ

　
リ
被
告
二
転
稼
セ
ラ
ル
ベ
キ
道
理
ナ
キ
ニ
於
テ
、
裁
判
所
が
或
ハ
原
告
ノ
主
張
自
体
ヲ
肯
定
ス
ル
ニ
足
ル
訴
訟
資
料
無
シ
ト
シ
、
若
ハ

　
訴
訟
資
料
二
軍
キ
原
告
ノ
主
張
ヲ
否
定
ス
ル
ダ
ケ
ノ
或
事
実
ヲ
積
極
単
二
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
被
告
ノ
当
該
主
張
が
認
メ
ラ
レ
タ
レ
バ

　
ト
テ
認
メ
ラ
レ
ザ
レ
バ
ト
テ
、
又
裁
判
所
ノ
積
極
的
二
重
メ
タ
ル
事
実
が
被
告
主
．
張
ノ
ソ
レ
ト
一
致
ス
レ
バ
ト
テ
セ
ゼ
レ
バ
ト
テ
、
X

　
ハ
固
ヨ
リ
以
テ
問
フ
ー
コ
中
心
非
ズ
。
本
件
二
郎
テ
上
告
人
X
ハ
所
有
権
取
得
ノ
事
由
ト
シ
テ
先
代
ヨ
リ
ノ
家
督
相
続
ヲ
主
張
ス
ル
ニ

　
対
シ
、
被
上
告
人
Y
二
君
テ
本
件
不
動
産
ハ
Y
自
ラ
他
ヨ
リ
買
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
未
ダ
曽
テ
B
ノ
所
有
二
丁
セ
ザ
リ
シ
旨
抗
争
セ

　
ル
ハ
、
取
り
モ
直
サ
ズ
X
ノ
主
張
二
係
ル
家
督
相
続
二
因
ル
取
得
ヲ
否
認
ス
ル
理
由
二
過
ギ
ズ
。
原
判
決
が
之
ト
異
ル
判
示
事
実
ヲ
証

　
拠
二
基
キ
テ
肯
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
、
以
テ
本
件
訴
訟
物
上
ル
上
告
人
ノ
所
有
権
ヲ
否
定
シ
タ
ル
ハ
、
何
等
ノ
違
法
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
こ
の
判
例
に
た
い
す
る
兼
子
教
授
の
批
判
は
、
否
認
と
抗
弁
の
正
確
な
る
区
別
が
訴
訟
に
お
い
て
果
す
役
割
を
理
解
す
る
上
に
興
味
の

つ
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
う
い
わ
れ
る
、
　
「
手
函
は
本
件
事
案
に
関
し
て
、
主
張
責
任
及
び
挙
証
責
任
の
分
配
を
誤
り
ひ
い
て
否
認
と

抗
弁
と
の
錯
倒
に
陥
っ
て
い
る
」
　
「
自
己
の
所
有
権
を
訴
訟
上
主
張
す
る
者
は
、
そ
の
請
求
が
否
認
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
そ
れ

を
理
由
あ
ら
し
め
る
が
為
に
あ
ら
ゆ
る
事
実
に
つ
い
て
こ
の
責
任
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
…
…
自
己
又
は
前
主
が
そ
の
取
得
後
こ
れ
を
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0

　
　
喪
失
し
た
る
事
由
が
絶
対
に
な
い
と
い
う
点
ま
で
、
　
こ
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
…
…
…
。
　
相
手
方
が
そ
の
中
間
時

　
　
期
に
お
い
て
、
　
自
己
又
は
第
三
者
が
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
事
由
に
請
求
を
否
認
す
る
場
合
は
、
　
新
な
法
律
効
果
を
主
張
す
る
抗

　
　
弁
の
提
出
で
あ
り
、
　
し
た
が
っ
て
寧
ろ
相
手
方
に
そ
の
取
得
原
因
に
つ
い
て
主
張
及
び
挙
証
の
責
任
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」

　
　
（
兼
子
・
前
掲
二
〇
八
頁
）
と
。

　
　
　
二
　
こ
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
一
定
の
主
張
と
相
手
方
の
そ
れ
に
た
い
す
る
否
認
ま
た
は
抗
弁
、
あ
る
い
は
本
証
と
反
証
が
複
雑
に
交

　
　
錯
し
て
、
訴
訟
は
進
行
し
て
い
く
。
だ
か
ら
、
訴
訟
の
追
行
過
程
に
は
主
張
責
任
の
分
配
の
問
題
が
登
場
し
、
ま
た
そ
れ
と
コ
ロ
ラ
リ
ー
，

　
　
し
て
挙
証
責
任
の
分
配
が
顧
み
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
挙
証
責
任
は
、
自
由
心
証
の
終
る
と
こ
ろ
に
の
み
は
じ
め
て
ク

　
　
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
訴
訟
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
大
き
な
機
能
を
示
す
。

　
　
　
の
み
な
ら
ず
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
グ
ラ
ス
ラ
ー
の
一
八
八
三
年
の
著
作
ま
で
は
、
挙
証
責
任
と
は
む
し
ろ
主
観

　
　
的
挙
証
責
任
の
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
幻
○
ω
O
⇒
げ
O
「
舳
四
噸
○
℃
・
　
6
一
e
二
　
ω
．
　
一
Q
Q
）
。
わ
が
国
で
も
、
か
．
て
は
そ
う
群
す
る
こ
と
が
支
配
的
で
あ
・
た

　
　
が
、
現
在
で
も
中
島
教
授
の
「
挙
証
責
任
の
研
究
」
は
、
挙
証
責
任
と
し
て
専
ら
主
観
的
挙
証
責
任
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
主
観
的
挙
証
責
任
を
挙
証
責
任
の
す
べ
て
と
解
す
る
こ
と
は
本
末
を
転
倒
す
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
、
客
観
的

　
　
挙
証
責
任
を
強
調
す
る
の
余
り
、
主
観
的
挙
証
責
任
を
た
ん
に
そ
の
反
射
に
す
ぎ
な
い
と
投
げ
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
は
、
弁
論
主
義
の
意

　
　
義
を
見
失
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
は
却
っ
て
弁
論
主
義
と
い
う
訴
訟
の
構
造
に
忠
実
な
理
解
で
な
は
い
。

　
　
　
主
観
的
挙
証
責
任
を
強
調
し
た
古
い
二
つ
の
判
例
を
こ
こ
で
参
照
し
て
み
よ
う
。
一
つ
は
、
　
「
不
法
行
為
に
お
け
る
故
意
過
失
の
挙
証

　
　
暮
」
（
大
判
大
正
九
年
四
月
八
日
民
録
二
六
輯
四
八
二
頁
）
で
あ
・
た
。
い
わ
く
一

説　
　
　
　
上
告
論
旨
第
四
点
ハ
原
判
決
一
等
理
由
二
於
テ
「
（
上
略
）
然
レ
ハ
則
チ
控
訴
人
ハ
何
等
ノ
利
害
関
係
ナ
キ
被
控
訴
人
所
有
の
樹
木

論　
　
　
ヲ
恐
二
伐
採
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
反
証
ナ
キ
本
件
二
於
テ
ハ
右
伐
採
行
為
ハ
故
意
若
ク
ハ
過
失
二
出
タ
ル
モ
ノ
ト
推
定
ス
ヘ
ク
　
（
下
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、

論説

　
略
）
」
ト
判
示
セ
ラ
レ
タ
リ
按
ス
ル
ニ
民
法
第
七
百
九
条
二
所
謂
不
法
行
為
タ
ル
ニ
ハ
故
意
若
ク
ハ
過
失
二
依
リ
他
人
二
損
害
ヲ
被
う

　
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
シ
之
レ
カ
賠
償
ヲ
要
求
ス
ル
者
ハ
客
観
的
．
要
件
ノ
外
主
観
的
要
件
タ
ル
故
意
過
失
ノ
存
在
ヲ
立
証
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
然
ル
ニ
原
判
決
ハ
此
立
証
責
任
ヲ
転
倒
シ
上
告
人
二
反
証
ノ
責
任
ヲ
嫁
シ
其
挙
証
ナ
キ
ヲ
現
由
二
故
意
過
失
二
出
タ
ル
モ
ノ
ト
ノ
，
推
定

　
ヲ
下
シ
タ
ル
ハ
全
ク
挙
証
責
任
ノ
法
理
ヲ
下
用
シ
タ
ル
違
法
ア
ル
モ
ノ
ト
信
ス
ト
云
フ
ニ
在
り

　
　
然
レ
ト
モ
原
裁
判
所
ハ
被
上
告
人
ノ
立
証
二
依
り
何
等
ノ
利
害
関
係
ナ
キ
上
告
人
力
被
上
告
人
所
有
ノ
樹
木
ヲ
悠
二
伐
採
シ
タ
ル

　
事
実
ヲ
財
用
此
事
実
ヨ
リ
上
告
人
力
其
樹
木
ヲ
伐
採
ス
ル
建
付
キ
故
意
若
ク
ハ
過
失
ア
リ
タ
ル
事
実
ヲ
推
断
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
以

　
テ
上
告
人
二
不
法
行
為
二
瀬
ク
損
害
賠
償
ノ
義
務
ア
リ
ト
判
断
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
故
意
又
ハ
過
失
二
関
ス
ル
立
証
責
任
ヲ
被
告
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
つ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
上
告
人
二
負
担
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
故
意
又
ハ
過
失
ハ
一
般
不
法
行
為
ノ
構
成
．
要
件
ナ
レ
ハ
賠
償
請
求
者
タ
ル
原
告
ハ
其
存
在

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ね
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ヲ
証
明
ス
ル
責
任
ヲ
負
担
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
故
意
又
ハ
過
失
ヲ
推
断
シ
得
ヘ
キ
事
実
ヲ
証
明
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
立
証
責
任
ヲ
尽
シ

　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
タ
ル
モ
ノ
ト
謂
ヒ
得
ヘ
キ
ヲ
以
テ
被
告
二
於
テ
其
不
存
在
ノ
反
証
ヲ
提
出
セ
サ
ル
限
り
其
故
意
若
ク
ハ
過
失
ヲ
認
定
ス
ル
ハ
不
法
ニ
ア
「

　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ラ
ス
故
二
之
ト
同
＝
一
出
テ
タ
ル
原
判
決
ハ
相
当
ニ
シ
テ
上
告
論
旨
ハ
理
由
ナ
シ
。

　
と
。
こ
の
判
例
が
挙
証
責
任
を
専
ら
行
為
責
任
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
．
要
が
あ
る
。
今
か
ら
み
れ
ば
珍
ら
し
い
判

例
で
あ
．
た
。
次
の
「
挙
証
責
任
の
移
転
」
（
大
判
明
三
八
年
一
二
月
＝
二
日
民
話
＝
輯
一
六
七
五
頁
）
は
、
も
．
と
古
い
判
例
で
あ
．
た
だ
け
に
、
こ
う
い
う
傾
向

は
更
に
は
っ
き
り
出
て
く
る
。
い
わ
く
－
－
一
、

　
　
上
告
論
旨
ノ
第
一
点
ハ
証
拠
ハ
単
玉
ハ
疑
ア
ル
事
実
二
付
裁
判
官
ヲ
シ
テ
其
事
実
ノ
真
否
ヲ
確
信
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
．
シ
裁
判
官
ハ

　
係
争
事
実
ノ
真
否
ヲ
判
断
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
当
事
者
ノ
提
出
ス
ル
証
拠
材
料
ヲ
基
礎
ト
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
裳
帯
電
テ
挙
証
ノ
責
任
力
何
レ

　
ノ
当
事
者
二
存
ス
ル
ヤ
ノ
問
題
ヲ
生
ス
吾
国
二
於
テ
ハ
挙
証
ノ
責
任
二
関
ス
ル
法
則
ナ
キ
カ
故
二
理
論
二
依
テ
之
ヲ
定
メ
ナ
ル
ヘ
カ
ラ

　
ス
理
論
上
ヨ
リ
ス
レ
ハ
挙
証
ノ
責
任
ハ
主
張
者
ニ
ア
リ
テ
雌
牛
．
張
ヲ
否
認
ス
ル
モ
ノ
ハ
挙
証
ノ
責
任
ナ
シ
ト
云
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
何
ト
ナ
「
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レ
ハ
主
張
者
ハ
自
己
ノ
主
張
力
真
正
ナ
ル
コ
ト
ヲ
裁
判
官
二
確
信
セ
シ
ム
ル
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
自
己
力
訴
訟
口
紐
テ
達
セ
ン
ト
ス
ル
目
的

　
　
　
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
レ
ハ
ナ
リ
之
レ
学
説
虹
二
判
例
ノ
一
致
ス
ル
所
ナ
リ
然
ル
ニ
原
審
決
理
由
ニ
ハ
「
其
書
面
ノ
内
容
ヲ
形
成
セ
ル

　
　
文
字
ハ
果
シ
テ
其
当
時
記
載
セ
ラ
レ
タ
ル
や
疑
ハ
シ
キ
ヲ
以
テ
否
認
ス
ト
云
ヘ
リ
然
リ
ト
難
モ
請
求
人
ハ
之
二
付
何
等
ノ
反
証
ヲ
提
出
．

　
　
　
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
云
々
」
ト
シ
テ
上
告
人
（
請
求
人
）
二
立
証
ノ
責
任
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
シ
上
告
人
ノ
請
求
ヲ
排
斥
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

　
　
挙
証
責
任
二
関
ス
ル
法
則
ノ
適
用
ヲ
誤
り
タ
ル
不
当
ノ
裁
判
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
在
リ

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
へ
　
　
ね
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
し
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
然
レ
ト
モ
或
事
実
ヲ
主
張
ス
ル
者
二
其
事
実
挙
証
ノ
責
任
ア
ル
場
合
二
於
テ
其
挙
証
二
依
リ
一
応
其
主
張
ヲ
真
実
ナ
リ
ト
推
定
ス
ル

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ロ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
ヲ
当
然
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
主
張
ノ
事
実
ハ
既
二
立
証
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ヲ
以
テ
挙
証
ノ
責
任
ハ
反
対
ノ
事
実
ヲ
．

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
主
張
ス
ル
相
手
方
二
移
転
シ
其
相
手
方
二
於
テ
反
証
ヲ
挙
ク
ル
責
二
任
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
原
審
決
書
ヲ
閲
ス
ル
ニ
特
許
局
ハ
中
川
津
平

　
　
　
ヨ
リ
出
願
人
二
部
テ
タ
ル
明
治
三
十
三
年
二
月
四
日
附
ノ
書
面
二
百
リ
被
上
告
人
ソ
主
張
事
実
ヲ
真
実
ナ
リ
ト
推
認
シ
タ
ル
カ
故
二
世
ハ

　
　
　
推
認
二
反
ス
ル
事
実
ヲ
主
張
ス
ル
上
告
人
二
反
証
ノ
挙
示
ヲ
責
メ
タ
ル
コ
ト
ハ
原
審
決
ノ
理
由
全
体
二
郎
シ
自
ラ
明
白
ナ
リ
而
シ
テ
右
・

　
　
　
書
面
力
其
日
附
ノ
当
時
郵
便
局
ヲ
経
テ
送
付
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
上
告
人
力
原
審
二
於
テ
認
メ
タ
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
反
証
ナ

　
　
　
キ
限
り
ハ
其
書
面
ノ
内
容
ヲ
構
成
ス
ル
文
字
モ
其
日
附
ノ
当
時
記
載
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
一
応
推
定
ス
可
キ
ハ
当
然
ノ
事
ナ
リ
ト
ス
故

　
　
　
二
特
許
局
力
該
書
面
二
依
リ
被
上
告
人
ノ
主
張
事
実
ヲ
真
実
ナ
リ
ト
推
認
シ
右
一
応
ノ
推
定
二
反
ス
ル
事
実
ノ
主
張
即
チ
該
書
面
ノ
内

　
　
　
容
ヲ
構
成
ス
ル
文
字
ノ
成
立
時
期
ヲ
論
争
ス
ル
上
告
人
八
章
立
証
ヲ
責
メ
タ
ル
ハ
正
当
ニ
シ
テ
本
論
旨
二
於
テ
主
張
ス
ル
カ
如
キ
違
法

　
　
　
ア
ル
コ
ト
ナ
シ

　
　
　
も
ち
ろ
ん
、
最
高
裁
判
所
の
挙
証
責
任
に
た
い
す
る
理
解
と
し
て
は
、
学
説
の
最
近
の
傾
向
に
応
じ
て
、
客
観
的
挙
証
責
任
の
意
義
に

説
解
す
る
態
度
が
讐
に
あ
ら
わ
れ
て
い
三
論
い
え
附
要
望
髪
講
叢
書
墾
ゆ
華
｝
三
）
。

論　
　
　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
さ
き
の
明
治
三
十
八
年
の
判
例
が
行
為
責
任
と
し
て
の
挙
証
責
任
を
強
調
す
る
余
り
に
か
、
訴
訟
の
進
行
に
つ
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論説
れ
い
い
か
え
れ
ば
訴
訟
の
離
隔
体
的
事
情
に
よ
っ
て
、
挙
証
責
任
が
相
手
方
に
移
転
す
る
が
ご
と
く
理
解
し
、
　
「
反
証
」
を
挙
げ
る
こ
と
ま

で
挙
証
責
任
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
却
っ
て
行
き
す
ぎ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
挙
証
の
必
要
と
挙
証
の
責
任

　
一
　
も
ち
ろ
ん
、
訴
訟
の
情
況
に
応
じ
て
は
、
当
事
者
が
「
反
証
」
を
挙
げ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
訴
訟
の
運
命
に
つ
き
な
ん
ら
か
の
利

益
を
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
理
論
的
に
は
、
こ
う
し
た
挙
証
の
必
要
は
、
訴
訟
法
に
お
い
て
挙
証
責
任
と
い

わ
れ
る
も
の
と
は
異
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
の
学
説
に
お
い
て
も
中
島
教
授
は
、
恒
常
的
な
挙
証
責
任
の
ほ
か
に
二
次
的
派
生
的
な
移
動

す
る
挙
証
責
任
な
る
も
の
を
承
認
さ
れ
る
。
だ
が
こ
れ
は
批
判
を
免
れ
な
い
（
謙
爺
鹸
宅
騨
P
）
。
蓋
し
、
挙
証
責
任
は
、
訴
訟
の

具
体
的
発
展
と
は
切
り
放
さ
れ
て
、
抽
象
的
に
は
じ
め
か
ら
実
体
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
心
証
形
成

の
度
合
に
応
じ
て
当
事
者
の
間
を
移
転
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
挙
証
責
任
の
分
配
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
実
体
法

に
よ
り
規
整
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
て
法
的
な
概
念
で
あ
る
。
訴
訟
の
実
際
に
お
い
て
は
、
相
手
方
の
証
明
が
あ
れ
ば
、
反

対
の
当
事
者
と
し
て
は
放
っ
て
は
お
け
ず
、
こ
れ
に
た
い
し
何
ら
か
の
反
証
を
挙
げ
な
け
れ
ば
敗
訴
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
心
理
的

な
負
目
の
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
い
う
勝
訴
判
決
に
た
い
す
る
見
込
、
あ
る
い
は
敗
訴
判
決
を
免
れ
よ
う
と
す
る
負
担
の
全
体

が
、
訴
訟
を
浮
動
な
訴
訟
状
態
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
心
理
的
な
負
担
か
ら
免
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
反
証
を
挙
げ
な
く
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
た
ん
に
裁
判
所
の
「
確
信
を
動
揺
さ
せ
て
少
く
と
も
挙
証
責
任
の
働
く
状
態
へ
持
込
む
努
力
の
必
要
を
意
…

幽
す
る
だ
け
で
あ
る
」
｛
鮮
）
。
そ
こ
で
、
挙
証
の
必
要
と
は
、
事
実
的
な
情
況
の
発
展
に
応
じ
た
当
事
蕎
の
緊
張
関
係
に
と
ど
ま
り

法
的
に
規
整
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
法
的
概
念
と
し
て
の
挙
証
責
任
と
は
、
厳
重
に
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
も
と
も
と
概
念
と
し
て
異
な
る
も
の
を
「
挙
証
」
と
い
う
表
現
に
似
か
よ
っ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
ま
ど
わ
さ
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れ
て
、
あ
る
い
は
二
次
的
派
生
的
な
挙
証
「
責
任
」
と
し
て
把
え
る
こ
と
は
正
確
さ
を
失
い
大
い
に
反
省
を
要
す
る
。

　
　
　
こ
こ
ま
で
は
有
力
な
民
訴
法
学
者
に
よ
り
、
正
し
く
も
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
む
ろ
ん
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
正
し
い
。
と
こ
ろ
・

　
　
が
、
挙
証
の
必
要
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
た
ん
な
る
事
実
的
な
緊
張
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
そ
れ
以
上
に
、
法
的
概
念
と
し
て

　
　
の
働
き
を
示
す
と
考
う
べ
き
ば
あ
い
が
あ
る
。
そ
れ
を
今
か
ら
考
察
し
よ
う
。

　
　
　
二
　
問
題
は
刑
事
裁
判
に
関
連
す
る
。
　
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項
但
書
を
巡
っ
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
本
法
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
教
科
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
。
同
条
は
、
児
童
糎
法
の
禁
止
行
為
に
癒
し
た
ば
あ
い
の
罰
則
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三

　
　
項
は
、
　
「
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
現
由
と
し
て
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
罰
を
免
か
れ
る
こ
と
が
で

　
　
き
な
い
。
但
し
、
過
失
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
法
律
で
児
童
と
は
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
も
の
を
い
う

　
　
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
但
書
を
ど
の
よ
う
に
理
論
づ
け
る
べ
き
か
に
つ
き
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
　
一
体
、
本
条
の
禁
止
規
定
違
反
罪
は
、
構
成
要
件
と
し
て
、
児
童
を
使
用
す
る
者
が
児
重
に
淫
行
さ
せ
る
行
為
だ
け
を
予
定
し
、
そ
の
年

　
　
齢
に
つ
い
て
の
主
観
的
認
識
の
有
無
を
問
題
と
せ
ず
一
種
の
客
観
的
処
罰
条
件
と
し
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
児
童

　
　
の
年
齢
に
つ
い
て
故
意
ま
た
は
過
失
の
あ
る
ば
あ
い
だ
け
を
処
罰
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
過
失
の
な
い
ば
あ
い
を
処
罰
し
な
い
と
い
う
意

　
　
味
で
あ
る
が
、
た
だ
本
法
の
特
徴
と
し
て
、
過
失
の
な
い
と
い
う
点
に
関
す
る
「
証
明
」
を
被
告
人
に
負
担
さ
せ
た
も
の
か
。
も
し
そ
う

　
　
だ
と
し
て
も
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
無
過
失
の
「
証
明
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
来
た
挙
証
責
任
の
分
配
と
い
う
意
味
に
お
け
る
立
証
の

　
　
責
任
を
被
告
人
に
負
担
さ
せ
る
も
の
か
。
そ
う
理
解
す
る
こ
と
は
条
文
の
体
裁
に
か
な
り
素
直
な
態
度
と
み
え
な
く
も
な
い
し
、
ま
た
こ

　
　
れ
ま
で
の
刑
事
訴
訟
法
学
者
の
見
解
の
中
に
も
、
あ
き
ら
か
に
挙
証
責
任
の
転
換
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
所
説
が
存
在
し
た
。
そ
う
い

説　
　
う
見
解
は
、
も
と
も
と
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
挙
証
責
任
の
転
換
を
承
認
す
る
こ
と
に
「
刑
事
」
訴
訟
だ
か
ら
と
い
っ
て
な
ん
ら
抵
抗
を

払
醐
感
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
・
そ
し
て
ま
た
事
築
こ
れ
ま
で
に
も
あ
る
い
は
同
毒
害
（
望
・
）
と
か
蓼
殴
損
に
お
け
る
妻
の
萌
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説（

Y
二
三
〇
条
ノ
ニ
）
な
と
に
つ
き
、
い
と
も
蟹
に
挙
襲
任
を
検
祭
嵐
か
ら
盤
、
人
に
転
換
し
た
も
の
だ
と
い
瀞
つ
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
．

　
　
た
。

論　
　
　
し
か
し
、
果
し
て
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
挙
証
責
任
の
転
換
を
肯
定
す
る
考
え
方
が
な
ん
ら
の
批
判
も
な
く
支
持
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
児
童
福
祉
法
第
六
〇
聖
楽
三
項
但
書
を
考
え
る
に
お
い
て
も
、
実
は
根
本
的
に
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
挙
証
責
任
の
転
換
に
っ
き
反
省
を

　
加
え
て
み
る
必
．
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
三
　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
証
拠
提
出
の
責
任
と
い
わ
れ
る
制
度
に
思
を
致
し
て
み
る
こ
と
も
む
だ
で
は
な
か
ろ
う
。
て
の
証
拠
提

　
　
出
の
責
任
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア
メ
リ
カ
法
の
制
度
で
あ
．
た
（
蘇
肇
ら
解
蜷
難
吾
等
」
轄
像
萱
）
．

　
　
　
こ
の
証
拠
提
出
の
責
任
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
訴
訟
形
態
、
と
り
わ
け
民
事
訴
訟
と
い
う
構
造
と
そ
の
特
徴
と
す
る
陪
審
裁
判
と
い
う
機

　
構
を
念
頭
に
お
い
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。
原
告
は
、
立
証
段
階
に
入
る
や
、
そ
の
主
．
張
に
つ
き
「
一
応
の
立
証
」
　
（
零
冒
9
。
♂
9
①

　
Φ
＜
こ
Φ
づ
。
①
）
を
果
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
原
告
が
「
一
応
の
立
証
」
を
さ
え
尽
さ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
裁
判
官
は
、
陪
審
に
た

　
　
い
し
、
被
告
勝
訴
の
指
示
評
決
を
す
る
（
②
圃
H
①
6
け
①
自
　
く
Φ
H
二
一
〇
辞
）
。
そ
こ
で
、
事
件
は
陪
審
の
判
断
を
う
け
な
い
。
　
逆
に
い
え
ば
、
原
告

　
　
が
二
応
の
立
証
」
を
尽
し
た
と
き
に
の
み
、
陪
審
の
判
断
を
う
け
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
段
．
階
ま
で
は
、
原
告
が
証
拠
提
出
の
責
任
を
負

　
　
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
次
に
、
，
原
告
の
「
一
応
の
立
証
」
に
た
い
し
、
被
告
と
し
て
は
、
た
だ
ち
に
な
ん
ら
か
の
反
証
を
あ
げ
て
原
告
の

　
　
立
証
を
争
う
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
も
し
、
原
告
の
二
応
の
立
証
」
に
た
い
し
、
被
告
が
な
ん
ら
の
証
拠
を
も
挙
げ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

　
　
そ
の
ま
ま
事
件
は
陪
審
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。
多
く
の
ば
あ
い
、
．
原
告
の
二
応
の
立
証
」
だ
け
で
、
陪
審
は
説
得
さ
れ
て
原
告
勝
訴

　
の
評
決
を
受
け
る
可
能
性
は
多
か
ろ
う
が
、
つ
ね
に
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
原
告
の
立
証
が
「
一
応
の
立
証
」
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
に
、

　
原
告
敗
訴
の
評
決
を
う
け
る
こ
と
も
な
く
は
な
い
。
蓋
し
、
　
コ
応
の
立
証
」
の
程
度
で
は
、
陪
審
が
説
得
さ
れ
な
い
ば
あ
い
だ
っ
て
あ

　
り
う
る
か
ら
。
原
告
と
し
て
は
、
も
し
勝
訴
の
指
示
評
決
を
え
よ
う
と
思
え
ば
、
　
二
応
の
立
証
」
を
こ
え
て
「
十
分
野
立
証
」
を
果
す
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尋へ
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必
要
が
あ
る
。
も
し
原
告
が
「
十
分
の
立
証
」
を
果
し
た
な
ら
ば
、
被
告
は
「
何
ら
か
の
証
拠
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
陪
審
の
判
断
を

う
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
被
告
が
証
拠
提
出
の
責
任
を
負
う
。

　
こ
の
よ
う
な
証
拠
提
出
の
責
任
（
b
d
ξ
q
①
コ
。
暁
℃
H
o
身
。
貯
σ
q
鋤
コ
団
渇
く
置
Φ
ロ
o
Q
）
と
か
陪
審
説
得
の
責
任
（
U
d
霞
α
窪
o
h
℃
Φ
「
ω
ロ
巴
冨
σ
q

甘
q
）
と
か
い
わ
れ
る
も
の
以
外
、
　
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
大
陸
法
に
い
う
挙
証
責
任
の
ご
と
き
制
度
が
な
い
と
す
れ
ば
、
　
む
し
ろ

そ
れ
は
具
休
的
訴
訟
に
応
じ
て
変
化
す
る
挙
証
の
必
要
と
よ
ん
で
来
た
も
の
に
似
た
も
の
が
あ
る
。
現
に
、
平
野
教
授
は
、
形
式
的
挙
証
．

責
任
と
証
拠
提
出
の
責
任
と
を
区
別
し
て
撃
つ
べ
き
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
至
論
懸
。
だ
が
三
ケ
月
教
授
に
は
、
「
客
観
的

挙
証
責
任
・
実
質
的
挙
証
責
任
・
確
定
責
任
（
何
れ
も
同
じ
も
の
を
指
す
）
に
対
立
す
る
主
観
的
挙
証
責
任
・
形
式
的
挙
証
責
任
・
挙
証

実
施
荏
（
何
れ
も
同
じ
も
の
を
指
す
）
を
認
め
る
」
（
鶴
朋
轟
）
と
し
て
、
形
式
的
挙
証
責
任
と
証
拠
提
出
の
責
任
と
を
型
視
し

ょ
う
と
す
る
考
え
方
が
は
っ
き
り
現
わ
れ
て
い
る
。
証
拠
提
出
の
責
任
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
立
証
の
段
階
に
お
け
る
行
為
責
任
を
端

的
に
把
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
行
為
責
任
と
い
う
面
で
は
共
通
の
も
の
が
あ
っ
て
も
、
挙
証
責
任
を
行
為
責
任
に
反
映
し
た
ば
あ

い
の
主
観
的
挙
証
責
任
（
ま
た
は
形
式
的
挙
証
責
任
）
と
は
同
じ
で
は
な
い
。

刑
訴
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
挙
聾
任
の
転
換
と
い
わ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
実
は
こ
の
証
拠
提
出
の
責
任
（
飢
鍵
欝

吻
穏
）
が
大
い
な
る
役
割
藁
し
て
い
る
も
の
で
は
な
か
．
た
か
。

　
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
．
項
但
書
に
関
す
る
昭
和
三
〇
年
三
月
二
七
日
の
最
高
裁
判
所
判
例
を
資
料
と
し
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え

て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
挙
証
責
任
の
転
換

　
一
　
こ
の
小
稿
で
は
、
ひ
き
つ
づ
き
、
　
「
挙
証
の
必
要
」
と
い
う
こ
と
が
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
厳
密
に
い
え
ば
刑
事
訴
訟
に
お
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い
て
こ
そ
民
事
訴
訟
の
ば
あ
い
と
は
違
っ
て
、
実
休
法
上
の
一
つ
の
制
度
と
し
て
役
割
を
果
す
こ
と
が
あ
り
は
し
な
い
か
を
考
え
て
み
よ

説　
　
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
　
コ
っ
の
制
度
と
し
て
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
訴
訟
の
経
過
に
お
い
て
当
事
者
が
立
証
し
な

論　
　
い
で
放
っ
て
お
け
ば
あ
る
い
は
不
利
益
を
蒙
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
単
な
る
緊
張
関
係
以
上
に
、
　
「
挙
証
の
必
．
要
」
が
挙
証
責
任
と
い

　
　
わ
れ
る
ば
あ
い
と
同
じ
く
、
法
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
抽
象
的
・
一
義
的
に
、
　
「
挙
証
の
必

　
　
要
」
が
実
体
法
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
実
例
は
、
民
事
訴
訟
に
は
な
い
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う

　
　
が
、
刑
事
訴
訟
に
は
存
在
す
る
。

　
　
　
も
っ
と
も
、
民
事
裁
判
の
中
で
も
、
行
政
事
件
に
お
い
て
は
、
法
が
証
拠
提
出
責
任
の
間
題
と
し
て
「
挙
証
の
必
要
」
を
例
外
的
に
考

　
　
え
て
い
る
ば
あ
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
国
税
徴
収
法
第
三
一
条
の
四
第
七
項
を
み
よ
う
。
い
わ
く
、
　
「
第
二
項

　
　
ノ
訴
二
於
テ
ハ
裁
判
所
が
相
手
方
当
事
者
タ
ル
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
、
税
関
長
若
ハ
税
務
署
長
又
甥
其
ノ
他
ノ
行
政
機
関
ノ
長
ノ
主

　
張
ヲ
合
理
的
ト
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
該
訴
訟
ヲ
提
起
シ
タ
ル
者
二
於
テ
先
ゾ
証
拠
ノ
申
出
ヲ
為
シ
其
ノ
後
二
於
テ
相
手
方
当
事
者

　
之
ヲ
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
す
る
。
同
種
の
規
定
は
、
所
得
税
法
第
五
二
条
、
法
人
税
法
第
三
八
条
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
納

　
税
者
に
よ
る
税
債
務
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
消
極
的
確
認
訴
訟
の
形
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
消
極
的
確
認
訴
訟
に
お
け
る
挙
証
責

　
任
は
何
人
が
負
う
も
の
か
。
も
と
も
と
、
挙
証
責
任
は
、
訴
訟
上
権
利
を
主
張
す
る
者
と
こ
れ
を
争
う
者
と
の
間
に
分
配
さ
れ
、
自
己
に

　
有
利
な
法
律
効
果
の
発
生
を
主
張
す
る
も
の
は
そ
の
法
律
要
件
に
つ
き
挙
証
責
任
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
債
務
不
存
在

　
確
認
の
訴
の
ご
と
き
消
極
的
確
認
訴
訟
に
お
い
て
も
、
債
権
の
存
在
を
主
張
す
る
当
事
者
す
な
わ
ち
被
告
が
、
権
利
を
主
張
す
る
も
の
と

　
し
て
、
右
の
原
則
に
よ
り
、
挙
証
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
原
告
か
被
告
か
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
形
式
的
に
分
配
．

さ
れ
る
の
で
は
な
い
・
き
う
が
・
さ
き
に
引
用
し
菌
税
徴
収
法
（
所
得
税
法
、
法
人
税
法
に
お
い
て
も
同
じ
）
に
よ
れ
ば
、
こ
続
ら
か
な
原
則
に
た
い
し
例

　
外
を
規
定
し
た
か
に
み
え
る
。
果
し
て
挙
証
責
任
を
転
換
し
、
税
金
返
還
訴
訟
に
お
い
て
は
、
ふ
つ
う
の
消
極
的
確
認
訴
訟
の
ば
あ
い
と
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は
異
り
、
原
告
に
挙
証
責
任
を
負
担
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
も
と
づ
き
、
G
H
Q
が
大

　
　
蔵
省
に
立
案
を
促
し
て
き
た
当
初
は
、
挙
証
責
任
を
原
告
に
転
換
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
当
時
の
法
務
府
や
最
高
裁
判
所
事

　
　
務
局
の
強
い
反
対
に
あ
．
て
、
現
行
法
の
規
定
の
よ
う
に
落
ち
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
諸
漁
蟷
重
量
講
蜥
講
灘
藩
響
．

　
　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
挙
証
責
任
を
原
告
に
転
換
し
た
も
の
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
原
告
に
証
拠
提
出
の
責
任
を
課
し
た
に
と

　
　
ど
ま
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
　
「
挙
証
の
必
要
」
を
法
規
の
上
で
制
度
化
し
た
マ
っ
の
例
で
あ
っ
た
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
証
拠
提
出
責
任
を
本
来
挙
証
責
任
を
分
担
し
な
い
も
の
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
は
一
休
な
に
を
意
図
す
る
も
の
で

　
　
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
に
は
、
予
め
い
わ
ゆ
る
挙
証
責
任
の
転
換
に
つ
い
て
若
干
検
討
を
加
え
こ
れ
を
正
確
に
理
解
し
て
お
か
な
く

　
　
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
二
　
挙
証
責
任
の
「
転
換
」
と
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
訴
訟
の
具
体
的
経
過
に
お
い
て
そ
の
見
通
し
の
有
利
不
利
に
応
じ
挙

　
　
証
責
任
が
一
方
か
ら
他
方
へ
移
る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。
原
則
と
し
て
一
定
の
法
則
に
も
と
づ
き
予
め
当
事
者
間
に
分
配
さ
れ
て
い

　
　
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
き
に
こ
れ
が
例
外
と
し
て
修
正
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
が
あ
る
。
こ
れ
が
挙
証
責
任
の
転
換
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

　
　
る
。
だ
か
ら
、
挙
証
責
任
の
転
換
と
い
っ
て
も
、
訴
訟
の
具
体
的
経
過
の
ま
に
ま
に
一
方
か
ら
他
方
へ
移
動
す
る
も
の
で
は
な
く
、
予
め

　
　
一
義
的
・
抽
象
的
に
実
体
法
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
挙
証
責
任
の
分
配
を
考
え
る
ば
あ
い
と
本
質
を
同
じ
く

　
　
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
般
規
定
に
よ
れ
ば
原
告
が
挙
証
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
特
別
の
規
定
が
あ
る
た
め
被
告

　
　
が
挙
証
責
任
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
ば
あ
い
の
ご
と
き
関
係
で
あ
っ
た
。

　
　
　
そ
も
そ
も
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
自
己
に
有
利
な
法
律
効
果
を
主
張
す
る
も
の
は
、
そ
の
法
律
効
果
を
定
め
る
法
条
の
法
律
要
件

説　
　
に
つ
き
挙
証
責
任
を
負
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
法
律
要
件
分
類
説
は
、
こ
の
よ
う
に
、
挙
証
責
任
を
分
配
す
る
。
そ
こ
で
、

論　
　
一
つ
の
条
項
が
本
文
と
但
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
に
は
、
多
く
の
ば
あ
い
、
本
文
に
か
か
げ
ら
れ
た
事
実
が
法
律
適
用
の
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前
提
要
件
を
な
し
、
但
書
は
そ
の
障
碍
た
る
べ
き
前
提
要
件
を
な
す
。
だ
か
ら
、
　
「
本
文
」
の
法
律
効
果
を
主
張
す
る
も
の
が
そ
の
前
提

説　
　
要
件
に
つ
き
挙
証
責
任
を
負
担
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
相
手
方
が
、
　
「
但
書
」
の
前
提
要
件
に
っ
き
挙
証
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
各

論　
条
項
に
お
け
る
「
本
文
」
と
「
但
書
」
と
は
、
挙
証
責
任
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
通
常
こ
う
理
解
し
て
お
い
て
誤
り
な
い
。

　
　
　
そ
れ
で
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項
も
、
本
文
と
但
書
と
い
う
構
成
を
と
る
と
こ
ろ
が
ら
、
無
過
失
の
挙
証
責
任
を
被
告
人
に

　
　
負
担
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
蓋
し
、
同
項
は
、
　
「
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由

　
　
と
し
て
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
罰
を
免
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
過
失
の
な
い
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
す
る

　
　
こ
と
に
よ
り
、
ま
さ
に
、
挙
証
責
任
の
転
換
を
考
え
る
ば
あ
い
の
本
文
と
但
書
の
関
係
と
同
じ
体
裁
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
結

　
論
的
に
い
え
ば
、
挙
証
責
任
の
転
換
を
規
定
し
た
も
の
と
考
う
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
く
り
煩
え
し
示
峻
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ

　
　
つ
た
。
そ
の
理
由
は
、
お
い
お
い
明
ら
か
に
す
る
と
し
て
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
挙
証
責
任
が
転
換
す
る
こ
と
は
あ

　
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
挙
証
責
任
の
転
換
の
規
定
か
ど
う
か
は
ま
ず
疑
っ
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
三
　
も
っ
と
も
、
刑
事
訴
訟
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
挙
証
責
任
の
転
換
す
る
ば
あ
い
が
皆
無
で
は
な
い
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
刑
法
に
お
け

　
　
る
同
時
暴
行
罪
の
規
定
や
名
誉
致
損
罪
に
お
け
る
「
事
実
の
証
明
」
の
規
定
は
、
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
転
換
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

　
　
る
．
し
か
し
、
こ
れ
と
て
、
簡
単
に
そ
う
い
い
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
平
野
教
授
も
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
同
時
暴
行
罪
を
暴
行
罪
の

　
　
加
重
規
定
と
考
え
、
あ
る
い
は
名
誉
股
損
罪
に
お
い
て
は
、
事
実
の
真
否
を
問
わ
ず
、
名
誉
殿
損
罪
の
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の

　
　
み
挙
証
責
任
の
転
換
を
肯
定
し
う
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
通
説
の
ご
と
く
そ
こ
ま
で
考
え
な
い
理
論
構
成
の
も
と
に
お
い
て
、
挙
証
責
任
の

　
転
換
を
考
え
る
こ
と
は
、
実
は
犯
罪
で
な
い
も
の
を
立
証
に
失
敗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
と
な
り
、
憲
法
上
も
疑
問
が
残
る

　
　
癬
繭
膝
聯
。
通
説
の
ご
と
轟
論
評
の
下
に
お
い
て
は
、
せ
い
ぜ
い
暴
露
の
必
要
L
窺
面
し
た
と
み
る
ほ
か
な
い
。

　
　
　
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
、
人
は
無
意
識
の
う
ち
に
実
は
挙
証
責
任
の
転
換
を
考
え
て
い
る
ば
あ
い
が
あ
る
。
一
つ
例
を
あ
げ
よ
う
。

29　（1●　126）　126



　
　
　
　
刑
法
第
三
十
八
条
第
一
項
但
書
二
所
謂
特
別
ノ
規
定
ア
ル
場
合
ト
ハ
必
ス
シ
モ
明
文
ヲ
以
テ
犯
意
ノ
有
無
二
拘
バ
ラ
ス
処
罰
ス
ル
旨

　
　
　
ヲ
規
定
シ
タ
ル
場
合
ノ
ミ
ヲ
謂
フ
ニ
ア
ラ
ス
筍
モ
法
令
ノ
規
定
ニ
シ
テ
其
趣
旨
ヲ
窺
フ
ニ
足
ル
以
上
ハ
特
別
ノ
規
定
あ
る
場
合
タ
ル
ニ

　
　
　
外
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
而
シ
テ
飲
食
物
用
器
取
締
規
則
ヲ
見
ル
ニ
前
文
ノ
如
キ
明
文
ナ
シ
ト
難
モ
諸
規
則
ハ
公
衆
衛
生
二
対
ス
ル
危
害

　
　
　
ヲ
予
防
ス
ル
ノ
目
的
二
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
該
規
則
二
触
ル
ル
行
為
ハ
犯
意
ナ
キ
場
合
一
難
モ
之
ヲ
処
罰
ス
ル
ニ
ア
ラ
ナ
レ
ハ
其
目

　
　
　
的
ヲ
娑
ル
コ
当
得
ナ
ル
ヲ
以
テ
ー
…
（
撒
製
癬
＝
』
諸
）

　
　
　
い
わ
ゆ
る
行
政
刑
罰
法
規
に
つ
い
て
も
、
刑
法
第
八
条
に
よ
り
、
特
別
の
規
定
の
な
い
か
ぎ
り
、
刑
法
総
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
　
っ
て
い
る
か
ら
、
行
政
刑
罰
法
規
の
違
反
を
過
失
犯
と
し
て
処
罰
す
る
た
め
に
も
、
過
失
犯
と
し
て
処
罰
で
き
る
旨
の
明
文
が
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
蓋
し
、
刑
法
第
三
八
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
故
意
犯
だ
け
を
処
罰
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
過
失
犯
が
罰
せ
ら

　
　
れ
る
の
は
、
　
「
法
律
に
特
別
の
規
定
の
あ
る
場
合
」
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
刑
法
学
者
も
、
行
政
刑
罰
法
規
に
つ
い
て

　
　
は
、
余
り
こ
の
点
に
こ
だ
わ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
　
そ
こ
で
、
か
り
に
、
　
過
失
犯
を
処
罰
す
る
旨
の
明
文
が
な
い
ば
あ
い
で

　
　
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
規
を
個
別
的
に
解
釈
し
、
過
失
犯
を
処
罰
す
べ
き
意
向
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
故
意
を
認
定
し
が
た
い
ば
あ
い
を
過
失

　
　
犯
と
し
て
処
罰
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
飲
食
物
用
器
取
締
規
則
違
反
事
件
も
そ
う
い
う
考
え
方
に
裏
打
ち
さ
れ

　
　
た
判
例
で
あ
．
た
（
た
だ
し
こ
の
判
例
は
後
に
変
更
さ
れ
て
い
る
）
。
同
じ
趣
旨
の
判
例
は
、
大
判
昭
和
＋
二
年
三
月
三
土
日
（
酬
想
望
¢
）
に
も
あ
っ
て
、
要

　
　
塞
地
帯
法
は
過
失
犯
を
処
罰
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
。
最
近
で
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
不
携
帯
罪
に
つ
き
、
　
「
外
国
入
登
録

　
　
令
第
＝
二
条
で
処
罰
す
る
同
工
第
一
〇
条
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
証
明
書
を
携
帯
し
な
い
者
と
は
、
故
意
に
右
証
明
書
を
携
帯
し
な
い

　
　
者
ば
か
り
で
な
く
、
過
失
に
よ
り
こ
れ
を
饗
し
な
い
者
を
も
包
含
す
る
趣
、
足
継
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
（
畷
鱗
惹
誕
醒
と

説　
　
判
示
し
て
こ
の
趣
旨
を
肯
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
文
が
な
い
に
も
か
か
わ
な
ず
、
過
失
犯
と
し
て
処
罰
す
る
理
由
は
行
政
的
な
取
締

論　
　
目
的
を
か
か
げ
た
だ
け
で
は
説
明
を
尽
し
え
な
い
。
蓋
し
、
・
過
失
を
処
罰
す
る
と
い
う
明
文
が
な
い
ば
あ
い
を
過
失
犯
と
し
て
処
罰
す
る
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こ
と
は
、
結
局
、
罪
刑
法
定
主
義
を
ふ
み
に
じ
る
こ
と
に
な
る
。
た
ん
に
行
政
的
目
的
だ
け
を
強
調
し
て
も
、
説
得
力
に
之
し
い
。

説　
　
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
実
体
法
の
領
域
に
こ
だ
わ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
訴
訟
法
的
に
挙
証
責
任
の
間
題
と
し
て
検
討
す
れ

論　
　
ば
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
さ
け
て
同
じ
結
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
主
張
す
る
学
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
本

　
　
来
、
故
意
犯
だ
け
を
処
罰
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
（
そ
の
限
り
罪
刑
法
定
主
義
の
要
請
と
も
矛
盾
し
な
い
）
、
過
失
に
す
ぎ
な
か
．
た
と
い
う
挙
造
畢
を
被
告
人
に
転

　
　
換
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
の
主
張
し
て
来
た
行
政
上
の
取
締
目
的
に

　
　
も
十
分
そ
い
う
る
。

　
　
　
し
か
し
、
い
か
な
る
ば
あ
い
も
立
法
者
の
都
合
次
第
で
故
意
の
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
故

　
　
意
の
な
か
っ
た
も
の
が
、
立
証
に
失
敗
し
た
た
め
故
意
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
不
都
合
は
残
る
か
ら
。
だ
か
ら
、
故
意
の
挙
証
責
任
を
転

　
　
号
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
第
一
に
、
故
意
犯
の
み
な
ら
ず
過
失
犯
を
も
処
罰
す
る
の
に
十
分
理
由
の
あ
る
こ
と
、
第

　
　
二
に
、
　
故
意
犯
の
刑
と
過
失
犯
の
刑
と
の
間
に
そ
う
大
き
な
不
均
合
の
な
い
ば
あ
い
た
る
こ
と
。
　
こ
う
い
う
前
提
の
あ
る
ば
あ
い
に
だ

　
　
け
、
故
意
の
挙
証
責
隻
華
人
に
転
換
さ
せ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
（
平
野
・
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
推
定
・
法
協
七
四
巻
三
号
一
七
頁
参
照
）
。
ホ
去
ズ
の
天
は
小
を

　
　
か
ね
る
」
と
い
う
理
論
が
こ
れ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
℃
ロ
匡
ざ
芝
Φ
罵
費
Φ
O
跨
Φ
【
o
①
と
よ
ば
れ
る
犯
罪
に
お
い
て
は
、
厳
格
責
任

　
　
（
・
葺
婁
ξ
）
が
要
求
さ
れ
、
故
意
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
犯
罪
が
成
山
凝
る
（
㌫
窮
箆
罫
」
無
言
．
購
ω
曙
．
。
h
）
。

　
　
こ
れ
も
、
ち
ょ
う
ど
わ
が
国
の
行
政
犯
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
故
意
の
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
転
換
し
て
も
同
じ
意
図
を

　
　
．
達
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
過
失
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
立
証
は
ふ
つ
う
容
易
な
た
め
、
こ
の
考
え
方
は
被
告
人

　
　
に
遁
辞
の
機
会
を
与
え
る
だ
け
で
あ
．
て
、
こ
の
挙
証
荏
の
転
換
の
理
論
も
実
際
的
で
は
な
い
（
井
上
・
食
品
衛
生
法
違
反
罪
と
過
失
犯
・
判
例
評
論
五
二
号
五
頁
以
下
）
。

　
　
　
の
み
な
ら
ず
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
挙
証
責
任
を
転
換
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
よ
ほ
ど
慎
重
に
そ
の
前
提
条
件
を
検
討
し
な
く
て
は
な

　
　
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
無
過
失
の
も
の
を
さ
え
故
意
犯
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
立
法
の
体
裁
は
、
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い
か
に
も
本
文
と
但
書
の
関
係
か
ら
、
挙
証
責
任
を
被
告
に
転
換
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
み
え
て
も
、
実
は
そ
う
で
な
く
、

「
挙
証
の
必
要
」
を
要
求
し
た
に
と
ど
ま
る
。
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
っ
た
。

精
々
被
告
人
に

四
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項

　
　
　
一
　
こ
う
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
本
項
は
、
挙
証
責
任
を
転
換
し
た
も
の
で
は

　
な
い
。
た
ん
に
、
被
告
人
に
「
挙
証
の
必
要
」
を
要
求
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
し
て
そ
う
考
え
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
前
に
、
昭
和
三

　
十
三
年
三
月
二
十
七
日
の
第
一
小
法
廷
の
判
決
を
み
よ
う
。

　
　
　
二
　
被
告
人
は
、
第
一
審
判
決
に
た
い
し
、
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項
を
適
用
し
て
い
な
い
点
を
攻
撃
し
た
。
控
訴
審
は
、
児
童

　
　
の
年
齢
は
い
わ
ゆ
る
「
罪
と
な
る
べ
き
事
実
」
で
は
な
い
と
判
断
し
て
原
審
を
支
持
し
た
。
い
わ
く
　
　
、

　
　
　
　
案
ず
る
に
、
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
第
三
項
の
規
定
は
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
そ
の
児
童
の
年
令
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し

　
　
　
て
児
童
の
使
用
に
関
す
る
禁
止
行
為
違
反
の
罰
則
の
適
用
を
免
れ
得
な
い
も
の
と
し
、
　
た
だ
児
童
の
年
令
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

　
　
　
て
、
過
失
の
な
い
と
き
に
は
、
違
反
行
為
者
に
そ
の
無
過
失
の
立
証
責
任
を
負
担
さ
せ
、
た
ん
な
る
免
責
事
由
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
も

　
　
　
の
で
あ
っ
て
、
児
童
を
使
用
す
る
者
に
つ
き
、
特
に
過
失
犯
の
類
型
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う

　
　
　
す
る
と
、
児
童
を
使
用
す
る
も
の
が
、
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
行
為
を
し
た
と
い
う
客
観
的
事
実
が
存
す
る
以
上
、
児
童
を
使
用
す
る

　
　
　
者
に
お
い
て
し
た
、
立
証
に
よ
る
児
童
の
年
令
を
知
ら
な
い
こ
と
に
過
失
が
な
か
っ
た
と
の
証
明
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
の
主
観
的

　
　
　
認
識
あ
る
も
の
と
し
て
処
罰
を
免
か
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
児
童
を
使
用
す
る
者
が
、
児
童
の
年
令
を

説　
　
　
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
過
失
の
あ
る
こ
と
は
、
児
童
の
使
用
に
関
す
る
禁
止
違
反
行
為
の
「
罪
と
な
る
べ
き
事
実
」
で
は
な
い
も
の
と

論　
　
　
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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論説

　
「
違
反
行
為
者
に
そ
の
無
過
失
の
立
証
責
任
を
負
担
さ
せ
…
」
と
な
し
て
、
あ
た
か
も
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
転
換
す
る
ご
と
き
口
吻

の
み
え
る
の
は
、
大
い
に
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
稿
の
批
判
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
余
り
に

も
安
易
な
理
論
構
成
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
た
い
し
、
上
告
論
旨
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
理
一
項
は
故
意
犯
の
規
定
で
あ
り
、
同
条
第
三
項
が
過
失
犯
の
規
定
で
あ
る

か
ら
、
も
し
過
失
犯
と
認
定
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
第
三
項
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
最
高
裁
判
所
は
、
同
条
第
三

項
但
書
は
、
児
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
過
失
が
な
い
こ
と
は
、
刑
訴
法
第
三
三
五
条
第
二
項
に
い
う
犯
罪
成
立
阻
却
事
由
と

な
る
旨
を
定
め
た
も
の
と
珍
ら
し
い
解
釈
を
示
し
た
。
い
わ
く
　
　
、

　
　
児
童
福
祉
法
三
四
条
一
項
六
号
は
、
何
人
も
、
児
童
す
な
わ
ち
満
一
八
歳
に
満
た
な
い
者
に
星
行
を
さ
せ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

　
い
、
と
の
禁
止
規
定
を
設
け
、
同
六
〇
条
一
項
は
、
右
禁
止
規
定
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
条
三

　
項
は
「
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児
童
の
年
令
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
。
但
し
、
過
失
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
対
照
し
総
合
し
て
理
論
的
に
考
え

　
る
と
、
児
童
を
使
用
す
る
者
の
本
件
犯
罪
に
つ
い
て
、
前
記
六
〇
条
三
項
本
文
は
、
児
童
の
年
令
を
知
ら
な
い
こ
と
は
、
刑
訴
三
三
五

　
条
二
項
に
い
う
「
法
律
上
犯
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
理
由
…
…
と
な
る
事
実
」
と
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
と
共
に
、
前
記
六
〇
条
三
項
但

　
書
は
、
児
童
の
年
令
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
過
失
が
な
い
こ
と
は
、
右
犯
罪
成
立
阻
却
事
由
と
な
る
旨
を
定
め
た
も
の
と
解
す
る
の

　
を
相
当
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
原
判
決
は
結
局
正
当
で
あ
る
。

　
三
　
同
法
第
六
〇
条
第
三
項
の
正
し
い
意
味
を
知
6
に
は
、
ぎ
ず
、
同
条
第
一
項
な
い
し
第
二
項
は
何
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
を

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
行
政
取
締
法
規
で
あ
り
、
し
か
も
罰
金
刑
を
も
科
し
う
る
と
こ
ろ
が
ら
、

故
意
犯
の
み
な
ら
ず
過
失
犯
を
も
併
わ
せ
規
定
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
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論説

含
や
蟹
ル
ハ
其
当
ヲ
得
ス
・
廠
製
駐
旺
塑
銑
日
）

　
こ
う
み
て
く
る
と
、
同
条
第
一
項
な
い
し
、
第
二
項
は
、
故
意
犯
だ
け
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
過
失
犯
を
も
処
罰

・
す
る
つ
も
り
な
ら
ば
別
に
規
定
す
べ
き
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
同
条
第
三
項
が
過
失
犯
を
規
定
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、

・
本
項
を
解
し
て
、
児
童
の
年
齢
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
も
し
被
告
人
が
そ
の
点
に
つ

き
、
　
過
失
の
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
故
意
犯
と
し
て
犯
罰
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
児
童
の
年
齢
に
つ
き
違
反
者
に
認
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
項
が
挙
証
責
任
の
転
換
を
意

図
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
現
に
伊
達
教
授
は
、
こ
う
い
う
考
え
方
に
賛
成
し
、
同
条
第
三
項
に
よ
り

処
罰
す
る
ば
あ
い
も
、
過
失
犯
と
し
て
処
罰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
画
意
の
故
意
犯
に
該
当
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
（
法
曹
時
報
八
巻
一
一
号
八
六
頁
）
。

も
っ
と
も
こ
う
い
う
考
え
方
に
立
て
ば
、
児
童
の
年
齢
の
点
に
つ
き
過
失
の
あ
っ
た
ば
あ
い
で
も
故
意
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
欠
点
は
あ
る
が
、
挙
証
責
任
の
転
換
を
考
え
る
以
上
や
む
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
判
例
は
、
そ
う
は
考
え
な
い
で
、
第
六
〇
条
第
三
項
を
も
っ
て
過
失
犯
の
規
定
と
解
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
い
わ
く
一
、

　
　
児
童
福
祉
法
六
〇
条
三
項
の
規
定
に
従
え
ば
、
同
法
第
三
四
条
一
項
六
号
違
反
の
罪
に
つ
き
、
児
童
を
使
用
す
る
者
は
児
童
の
年
令

い
う
見
解
は
余
程
の
理
由
の
な
い
限
り
賛
成
し
が
た
藩
誹
㌦
別
）
。
古
い
大
姦
判
例
に
も
、
こ
う
い
つ
た
も
の
が
あ
る
い
わ
く
．
一

　
　
刑
法
第
三
十
八
条
第
一
項
二
塁
ケ
ル
犯
罪
ノ
成
立
二
故
意
ヲ
必
要
ト
ス
ル
趣
旨
ノ
規
定
ハ
同
法
第
八
単
二
依
り
テ
諸
般
ノ
特
別
刑
罰

　
法
規
二
適
用
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
同
条
項
但
書
二
所
謂
特
別
ノ
規
定
ア
リ
ト
ス
ル
ニ
ハ
特
別
刑
罰
法
規
二
業
リ
処
罰
ス
ル
犯
罪
ノ
成
立

　
二
付
テ
ハ
故
意
ヲ
要
セ
ナ
ル
旨
ノ
一
般
三
明
三
態
ス
ル
図
画
ク
下
平
犯
罪
二
対
ス
ル
規
定
中
二
其
趣
旨
ヲ
確
認
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
カ
ル

　
ヘ
カ
ラ
ス
。
単
寧
特
別
刑
罰
法
規
ノ
目
的
ヨ
リ
推
論
シ
テ
該
法
規
二
於
テ
処
罰
ス
ル
犯
罪
ノ
成
立
二
故
意
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
到

　
底
法
規
ノ
要
求
ス
ル
目
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
三
田
サ
ル
ヲ
以
デ
特
別
刑
罰
法
規
ニ
ハ
当
然
刑
法
第
三
十
八
条
第
一
項
但
書
ノ
特
別
規
定
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
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論説

　
を
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
場
合
と
同
様
の
法
定
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。
論
旨
は
こ
れ
を
以
て
基

　
本
的
人
権
の
侵
害
で
あ
り
、
憲
法
第
一
一
条
に
違
反
す
る
規
定
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
し
か
し
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
犯
罪
の
実
情
か
ら
観
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
過
失
犯
を
故
意
犯
同
様
に
処
罰
す
る
こ
と
は
、
児
童
福
祉

の
保
障
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
…
（
蝋
謹
奪
凱
望
鳶
日
）
。

　
こ
の
判
例
は
、
同
法
第
六
〇
条
第
三
項
を
過
失
犯
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
う
か
が
え
る
が
、
ま
た
、
最
判
昭
和
三
〇
年
＝

月
八
日
（
剥
肇
三
二
）
も
原
審
が
過
失
犯
と
し
た
見
解
を
・
糧
道
し
た
結
果
に
な
．
て
い
る
。

　
第
三
項
但
書
は
無
過
失
の
証
明
に
失
敗
し
た
ば
あ
い
で
も
処
罰
す
る
つ
も
り
で
あ
る
し
、
伊
達
教
授
に
よ
れ
ば
故
意
犯
と
し
て
処
罰
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
無
過
失
の
証
明
に
失
敗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
故
意
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
論
理
が
飛
躍
し
す
ぎ

る
と
い
う
批
判
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
高
田
調
査
官
は
そ
う
非
難
さ
れ
る
。
法
曹
時
報
一
〇
巻
六
号
一
二
〇
頁
参
照
）
。
だ
か
ら
第
三
項
は
、
故
意
犯
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
を
規

定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
第
一
項
、
第
二
項
が
故
意
犯
を
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
第
三
項
は
過
失
犯
の
構
成
要
件
を
規
定
と
し
た
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
三
項
が
過
失
犯
を
規
定
し
た
と
し
て
も
但
書
は
挙
証
責
任
を
転
換
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
法
に
違
反
し
た
故
意
犯

に
た
い
し
て
は
、
な
に
も
第
三
項
但
書
の
ご
と
き
特
別
の
規
定
は
附
加
さ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、
故
意
犯
に
お
い
て
は
、
挙
証
責
任

は
原
則
ど
お
り
検
察
官
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
過
失
犯
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
挙
証
責
任
を
転
換
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
な
い
。
現
実
に
は
無
過
失
な
も
の
を
立
証
に
失
敗
し
た
た
め
過
失
犯
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
、
余
程
の

理
由
の
な
い
限
り
刑
法
の
根
本
原
則
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
無
過
失
の
点
に
つ
き
被
告
人
の
証
拠
提
出
の
責
任
を
要
求

す
る
た
め
、
こ
の
但
書
の
ご
と
き
特
別
の
規
定
を
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
結
局
、
児
童
の
年
齢
の
立
証
は
か
な
り
困
難
な
た
め
、
法

は
過
失
犯
に
つ
き
工
夫
を
こ
ら
し
て
証
拠
提
出
の
責
任
を
被
告
人
に
課
し
、
次
い
で
過
失
犯
と
同
じ
く
処
罰
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
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か
。
こ
こ
に
、
　
「
挙
証
の
必
要
」
が
実
体
法
上
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

む

す

び

　
　
法
を
解
釈
す
る
上
に
、
い
か
な
る
ば
あ
い
が
「
挙
証
の
責
任
」
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
「
挙
証
の
必
要
」
を
規
定
し
た
に

　
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
は
相
当
慎
重
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
ん
に
、
例
外
的
規
定
で
あ
る
と
か
但
書
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

　
た
だ
ち
に
挙
証
責
任
の
転
換
で
あ
る
と
速
断
し
て
し
ま
う
こ
と
は
危
い
。
案
外
に
、
こ
れ
ま
で
大
陸
法
の
余
り
知
ら
な
か
っ
た
証
拠
提
出

　
の
責
任
と
い
う
こ
と
が
、
　
「
挙
証
の
必
要
」
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　
　
　
奉
証
の
必
要
し
と
い
う
制
度
に
つ
き
、
早
く
か
ら
誉
さ
れ
て
い
た
の
は
、
斉
三
郎
氏
で
あ
．
た
（
忌
避
里
雪
攣
ハ
）
。
わ

　
た
く
し
も
、
か
っ
て
は
強
く
こ
う
主
張
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
斉
藤
氏
の
文
章
を
か
り
よ
う
。
　
「
常
に
検
察
官
が
立
証
責
任
を
負
う
。
被

　
告
人
に
は
立
証
責
任
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
被
告
入
も
、
不
利
益
な
裁
判
を
避
け
る
た
め
に
利
益
な
証
拠
の
取
調
を
請
求
す
る
の
が
適
当
で

　
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
上
も
被
告
人
に
立
証
利
益
は
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
立
証
責
任
で
は
な
い
。

　
従
っ
て
、
例
え
ば
刑
法
第
二
三
〇
条
ノ
ニ
の
規
定
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
単
に
被
告
人
は
、
私
の
い
う
興
宮
責
任
を
負
担
す
る
だ
け
で

あ
る
と
解
す
る
説
で
、
井
上
教
授
へ
源
七
難
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
琵
七
）
と
か
な
り
好
意
的
で
あ
る
。
提
証
責
任
と
は
証

　
拠
提
出
の
責
任
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
斉
藤
氏
は
こ
う
い
う
見
解
に
よ
り
っ
つ
、
法
律
上
の
推
定
に
つ
い
て
も
、
　
「
推
定
事
実
の
存
在
は
、

　
相
手
方
か
ら
そ
の
不
存
在
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
の
提
出
さ
れ
な
い
限
り
且
つ
そ
の
提
出
の
あ
る
時
ま
で
に
限
っ
て
、
仮
定
さ
れ
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
に
、
す
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
。
」
日
げ
。
団
①
H
理
論
を
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

説
本
稿
は
こ
れ
以
上
間
讐
深
入
り
す
る
余
裕
は
な
い
・
た
だ
、
挙
証
責
任
と
い
わ
れ
る
も
の
の
概
念
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
と
は
性

論　
　
質
の
異
な
る
「
挙
証
の
必
要
」
が
、
現
実
の
訴
訟
に
お
け
る
緊
張
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ば
あ
い
ヱ
よ
っ
て
は
、
実
体
法
上
の
制
度
と
し
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て
一
つ
の
機
能
を
果
す
こ
と
を
理
解
さ
れ
れ
ば
足
り
る
。
そ
し
て
、
　
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
案
外
に
そ
の
働
き
は
大
き
い
。

説　
ば
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
、
挙
証
責
任
の
転
換
す
る
ば
あ
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

論

逆
に

い

え
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